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ただし， はマッチ数， は求職者数， は求人数である。 は と について増加関数である。
　このようなマッチング関数は実際のデータをうまく説明できることが多くの実証研究により示されてき




ただし， は地域 における 期中のマッチ数， と はそれぞれ地域 における 期の期初の
失業者数と欠員数， は誤差項である。理論的には，パラメータ と は正の値を取ることが予測さ
れる。地域単位の集計データを用いたマッチング関数の実証研究は，理論と整合的な結果が得られること


























は地域間の通勤者数の割合を用いて空間重み行列を作成した。Haller and Heuermann （2016）は，単純に地
理的な距離を用いるだけではなく，自動車での移動時間，鉄道での移動時間を用いるなど，複数通りの空
間重み行列を作成し，比較している。





を作成する。例えば， の空間ラグ変数は， である。空間ラグ変数の 行目に注
























れとは異なるマッチング関数を推定した研究も存在する。Haller and Heuermann （2016）とHigashi （2018）は，
説明変数に加えて被説明変数に空間ラグを仮定したモデル，あるいは誤差項に空間ラグを仮定したモデル
を推定し，データの当てはまりが良いことを示した。前者は，次のように定式化される。
　   （3）
（3）式は空間ダービンモデル（spatial Durbin model: SDM）と呼ばれ，被説明変数の空間自己回帰過程を
仮定している（５）。このモデルでは，自地域と近隣地域の求職者数と求人数から影響を受けたマッチングが，
更に他の地域のマッチングにも影響を及ぼすという構造を考えることができる。この効果は地域間で波及
し，最終的に自地域に戻るというフィードバック効果を含む（LeSage and Pace, 2009）。
　説明変数に加えて誤差項に空間ラグを仮定したモデルは空間ダービン誤差モデル（spatial Durbin error 
model: SDEM）と呼ばれ，次のように定式化される。






















い。LeSage and Pace （2009）は，推定値を基に直接効果と間接効果（空間的スピルオーバー効果）を計算する方法を示している。
（６）被説明変数に空間自己回帰過程がある場合（ ），OLS推定量は不偏性と一致性を満たさない。誤差項に空間自己回帰
過程がある場合（ ），OLS推定量は効率性を満たさない。したがって，被説明変数または誤差項に空間ラグを仮定した


























とした分析によりBurgess and Profi t （2001）とは逆の結果を得た。特に，この理論予測とは逆の結果は近
隣地域が人口過密地域であるときに顕著であることを示し，人口過密による混雑効果はマッチング効率性
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